
２０２６年度川崎医科大学大学院医学研究科（博士課程） 

【後期】外国語（英語）出題意図・解答例 

 

１ 
【出題意図】 
英語の読解力を問う問題。英文が伝える内容を把握して、英文を正しく日本語に訳すことが出来

るかを確認するもので内容は米国でのトランプ大統領の２期目にあたりトランスジェンダーの健

康・医療の在り様についての課題について検討するもので直近の社会的課題として重要であり大

学院生として必要な英語力の評価と社会的課題についての理解を確認する目的で出題した。 

 
【解答例】 
著作権の関係上、公開しておりません。 

 

 

２ 
【出題意図】 
本文では、記憶を単なる過去の保存ではなく、失われた人との関係を保ち、自分が何者であるか

を支えるものとして描いている。 

本問では、医療における記憶と忘却を単純な二者択一とせず、患者、医師のそれぞれにとって、

その意味が異なることを考察できるかを問う。患者には苦痛から距離を取る自由がある一方、医

師や組織が失敗を都合よく忘れれば、同じ過ちが繰り返される。また、診療録や研究データが残

っていても、患者が一人の人間として忘れられることがある。 

学位取得を目指す医師が、患者の経験を単なる症例やデータに還元せず、記憶を検証可能な知識

へ変えながら、その背後にある人間の生を見失わない姿勢を備えているかを評価する。併せて、

設問に対して自らの立場を示し、具体例を用いて論理的に述べる力を確認する。 
 
【解答例】 
私は、医療において忘れることを一律に善悪で決めることはできないと思う。人はつらい記憶を

薄めながらでなければ日常へ戻れないことがある。一方、忘れたつもりの出来事も、語り直すた

びに形を変えながら、その人が何者であるかを支えている。 

患者の記憶は、診療録のように正確である必要はない。亡くした人との時間や、病気の中で守ろ

うとしたものを記憶すること自体に意味があるからである。 

医師にも、救えなかった患者を忘れなければ働き続けられない時があるだろう。しかし、忘却が

自己弁護になれば、同じことが繰り返される。カルテ上に記録が保存されていても、その患者を

一人の人間として忘れてしまうことがある。症例、検体、死亡数という言葉だけが残る時であ

る。だから医療者に必要なのは、すべてを鮮明に覚えることではなく、記憶から何を受け取るか

を選び直すことだと思う。 

個人には痛みから離れる自由があり、組織には出来事の意味を手放さない責任がある。学位を得

る医師は、患者の経験を単なるデータに変えるのではなく、その背後にいた人を忘れない形で知

識にしなければならない。 

 

３ 
【出題意図】 
英語の医学論文を和訳させる問題である。 

ただ単に文法に基づいて日本語に変換するだけではなく、その前後の文章も含めて内容を論理的

に理解できているかを確認し、医学研究科大学院生としての英語力と思考力を評価する目的で出

題した。 

 
【解答例】 
著作権の関係上、公開しておりません。 


